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緒
言

　
日
本
と
支
那
と
は
、
い
は
ゆ
る
唇
齒
輔
車
相
倚
る
べ
き
國
で
、
勿
論
親
善
の

間
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
兩
國
の
親
善
を
圖
る
爲
に
は
、
兩
國
人
が
互
に
そ

の
相
手
の
氣
質
を
理
會
し
て
置
く
事
が
、
一
番
必
要
と
思
ふ
。
吾
が
輩
は
か
か

る
見
地
か
ら
、
歴
史
的
に
支
那
人
の
氣
質
を
多
少
研
究
し
か
け
て
居
る
。
茲
に

掲
ぐ
る
支
那
人
の
妥
協
性
と
猜
忌
心
に
關
す
る
論
文
も
、
實
は
そ
の
研
究
の
一

端
で
あ
る
。
既
に
六
十
年
以
前
に
、
ロ
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ス
の
支
那
通
信
員
ク
ッ

ク
が
切
言
し
た
如
く
、
種
々
の
原
因
が
あ
つ
て
、
支
那
人
の
氣
質
を
正
し
く
理

會
す
る
こ
と
は
、
容
易
の
業
で
な
い
。
從
つ
て
吾
が
輩
の
支
那
人
氣
質
に
對
す

る
見
解
も
亦
、
或
は
正
鵠
を
失
し
た
所
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
の
點
は
豫
め
讀

者
諸
君
の
承
知
を
得
置
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
支
那
人
の
妥
協
性
（
一
）

　
支
那
人
は
尤
も
妥
協
性
に
富
ん
で
居
る
。
妥
協
は
確
に
支
那
人
の
一
つ
の
國

民
性
と
申
し
て
差
支
へ
な
い
。
個
人
と
し
て
も
國
家
と
し
て
も
、
支
那
人
は
よ

く
妥
協
を
行
ふ
。
元
來
が
文
弱
で
、
殊
に
打
算
に
長
ず
る
支
那
人
は
、
小
に
し

て
は
爭
鬪
、
大
に
し
て
は
戰
爭
、
何
れ
も
危
險
の
割
合
に
、
利
益
が
伴
は
ぬ
事

を
夙
に
承
知
し
、
成
る
べ
く
之
を
避
け
て
妥
協
を
好
む
譯
で
あ
る
。
兔
に
角
支

那
人
は
大
抵
の
場
合
よ
く
妥
協
を
行
ひ
、
寧
ろ
極
端
ま
で
妥
協
を
濫
用
す
る
傾

向
を
も
つ
て
居
る
と
思
ふ
。

　
北
支
那
に
標
（
※



と
も
書
く
）
局
と
稱
し
て
、
旅
行
者
の
安
全
を
保
障
す
る

營
業
者
が
あ
る
。
標
と
は
も
と
擲
槍






の
如
き
一
種
の
武
器
の
名
で
、
こ
の
武
器

を
携
帶
せ
る
標
師
を
派
出
し
て
、
依
頼
を
受
け
た
旅
行
者
を
護
衞
す
る
か
ら
、

標
局
と
い
ふ
名
稱
が
出
來
た
と
云
ふ
。
北
支
那
一
帶
、
殊
に
山
東
地
方
の
古
へ

の
梁
山
泊
の
所
在
地
に
當
る
方
面
に
は
、
な
か
な
か
追
剥
が
多
い
。
一
家
を
擧

げ
て
、
甚
だ
し
き
は
一
村
一
郷
を
擧
げ
て
、
行
旅
を
剽
掠
す
る
こ
と
を
生
業
と

す
る
者
が
尠
く
な
い
。
か
か
る
物
騷
な
地
方
を
通
行
す
る
旅
客
は
、
標
局
に
就

い
て
一
定
の
保
險
料
を
納
め
る
と
、
標
局
か
ら
標
車
と
い
ふ
一
種
の
保
險
馬
車

を
出
し
て
旅
客
を
護
送
す
る
。
こ
の
標
車
に
は
幟

標







が
建
て
て
あ
つ
て
、
之

に
は
例
の
追
剥
も
手
出
を
せ
ぬ
。
こ
れ
は
標
師
を
憚
る
よ
り
も
、
標
局
か
ら
豫

め
追
剥
一
同
に
對
し
て
附
屆
を
行
ひ
、
雙
方
の
間
に
妥
協
默
契
が
成
立
し
て
居

る
故
で
あ
る
。

　
支
那
人
は
物
質
の
賣
買
に
は
よ
く
秤
を
使
用
す
る
。
葱
で
も
白
菜
で
も
、
米

穀
で
も
豆
腐
で
も
、
目
方
で
賣
買
す
る
。
所
が
支
那
で
は
度
量
衡
の
規
定
な
ど

〻
親
覩
し
た
所
で
あ
る
。

　
昨
年
初
夏
支
那
に
例
の
排
日
運
動
が
始
つ
て
以
來
、
親
日
派
の
政
治
家
は
賣

國
奴
と
し
て
、
排
日
團
體
か
ら
種
々
の
迫
害
を
受
け
た
が
、
中
に
も
親
日
派
四

人
男
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
、
前
駐
日
公
使
陸
宗
輿
に
對
し
て
、
彼
等

は
陸
宗
輿
の
出
身
地
の
浙
江
省
海
寧
縣
の
住
宅
の
門
前
に
、
賣
國
者
記
念
碑
を

建
設
す
べ
く
、
醵
金
募
集
に
着
手
し
た
。
之
に
は
さ
し
も
の
陸
宗
輿
も
大
い
に

閉
口
し
、
遂
に
二
萬
元
と
い
ふ
大
金
を
排
日
團
體
に
手
渡
し
て
妥
協
を
申
込
み
、

記
念
碑
の
建
設
を
中
止
せ
し
め
た
と
い
ふ
。
こ
は
新
聞
紙
上
に
見
え
た
記
事
で
、

そ
の
眞
僞
は
保
證
出
來
ぬ
が
、
支
那
人
と
し
て
は
有
り
勝
の
こ
と
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
支
那
人
の
妥
協
性
（
二
）

　
妥
協
の
流
行
は
官
界
で
も
民
間
で
も
相
違
は
な
い
。
支
那
で
は
流
賊
で
も
馬

3



賊
で
も
、
山
賊
で
も
、
海
賊
で
も
、
少
し
手
剛
い
と
見
る
と
、
政
府
は
多
く
の

場
合
、
之
を
退
治
す
る
よ
り
は
、
先
づ
之
と
妥
協
す
る
。
即
ち
政
府
は
以
前
彼

等
の
同
類
た
る
賊
徒
で
、
現
在
官
吏
に
な
つ
て
ゐ
る
者
の
如
何
に
榮
華
を
極
め

て
居
る
か
を
説
き
、
彼
等
も
之
に
な
ら
ひ
、
一
日
も
早
く
行
を
改
め
官
に
就
く

べ
き
を
勸
め
、
利
禄
と
官
職
を
以
て
彼
等
を
誘
ふ
の
で
あ
る
。
支
那
の
記
録
に

は
こ
の
妥
協
に
誘
ふ
こ
と
を
、
招
安
と
も
招
撫
と
も
い
ひ
、
こ
の
妥
協
に
應
ず

る
こ
と
を
歸
誠
と
も
歸
順
と
も
い
ふ
。
招
撫
と
か
歸
順
と
か
文
字
は
立
派
で
あ

る
が
、
そ
の
内
實
政
府
が
怯
懦
を
藏
す
る
爲
、
賊
徒
は
利
禄
を
得
る
爲
、
雙
方

妥
協
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
招
撫
や
歸
順
の
實
例
は
、
支
那
の
何
れ
の
時
代
に
も
見

出
す
こ
と
が
出
來
る
。
現
在
の
中
華
民
國
で
羽
振
の
よ
い
大
官
の
中
に
も
、
か

か
る
出
身
者
が
あ
る
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
で
支
那
に
は
古
く
欲
得
官
殺

人
放
火
、
受
招
安
と
い
ふ
諺
が
あ
つ
た
。
放
火
殺
人
を
行
ひ
、
成
る
べ
く
暴
れ

𢌞
り
て
政
府
を
手
古
摺
ら
せ
、
然
る
後
に
歸
順
に
出
掛
け
る
の
が
、
官
吏
と
な

る
出
世
法
の
一
番
捷
徑
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
隨
分
亂
暴
な
諺
だ
が
、
實
際
支

那
に
は
か
か
る
時
代
が
尠
く
な
い
か
ら
驚
く
。

　
こ
の
賊
徒
の
招
安
に
關
し
て
、
歴
史
上
種
々
の
笑
話
が
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

南
宋
時
代
に
政
府
が
多
數
の
賊
徒
を
招
安
し
て
、
之
に
宣
贊
舍
人
（
從
七
品
の

武
官
）
の
官
を
與
へ
た
所
が
、
正
當
の
宣
贊
舍
人
は
賊
徒
出
身
者
と
同
一
視
さ

れ
る
の
を
厭
ひ
て
、
之
に
抗
議
を
申
出
た
。
政
府
は
已
む
を
得
ず
、
正
途
出
身

の
宣
贊
舍
人
に
は
兼
官
を
與
へ
、
兼
官
を
有
す
る
宣
贊
舍
人
は
正
途
の
出
身
、

兼
官
な
き
宣
贊
舍
人
は
招
安
の
出
身
と
、
一
目
瞭
然
と
區
別
の
立
つ
樣
に
し
た
。

正
當
出
身
の
宣
贊
舍
人
は
之
で
得
心
し
た
が
、
今
度
は
招
安
出
身
の
新
宣
贊
舍

人
の
苦
情
で
、
政
府
は
そ
の
處
置
に
困
惑
し
た
と
い
ふ
。

　
又
ほ
ぼ
同
時
代
に
、
鄭
廣
と
い
ふ
海
賊
の
頭
目
が
歸
順
し
て
、
政
府
か
ら
然

る
べ
き
官
吏
に
取
り
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
同
僚
は
皆
彼
の
前
身
を
輕
蔑
し
て
、

役
所
で
會
食
の
折
に
も
、
彼
一
人
だ
け
は
排
斥
す
る
と
い
ふ
風
で
あ
つ
た
が
、

こ
の
排
斥
さ
れ
た
鄭
廣
は
、
聖
人
面
す
る
同
僚
が
、
支
那
官
吏
の
常
習
と
し
て
、

何
れ
も
中
飽
　
　
袖
の
下
　
　
を
貪
つ
て
居
る
こ
と
を
察
知
し
て
、
一
日
左
の

如
き
皮
肉
な
詩
一
首
を
作
つ
て
、
彼
等
の
𢌞
覽
に
供
し
た
。

　
　
鄭
廣
有
詩
上
衆
官
。
文
武
看
來
總
一
般
。
衆
官
做
官
却
做
賊
。
鄭
廣
做
賊

却
做
官

詩
の
意
味
は
、
諸
君
は
官
吏
と
な
り
、
そ
の
位
置
を
利
用
し
て
泥
棒
を
行
ひ
、

自
分
は
泥
棒
の
位
置
を
利
用
し
、
招
安
に
應
じ
て
官
吏
と
な
る
。
唯
手
段
に
前

後
の
差
あ
る
の
み
で
、
畢
竟
同
志
同
行
と
稱
す
べ
き
も
の
な
る
に
、
何
が
故
に

自
分
一
人
を
排
斥
す
る
か
と
い
ふ
に
在
つ
た
か
ら
、
同
僚
一
同
苦
笑
し
て
、
爾

後
そ
の
態
度
を
改
め
た
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
支
那
人
の
妥
協
性
（
三
）

　
勿
論
支
那
の
政
府
も
時
に
強
硬
手
段
を
と
り
、
或
は
大
將
を
派
遣
し
、
或
は

地
方
官
に
命
じ
て
賊
徒
を
討
伐
せ
し
む
る
こ
と
も
あ
る
。
か
か
る
場
合
で
も
、

そ
の
官
吏
や
大
將
は
、
如
才
な
く
賊
徒
と
妥
協
を
行
ふ
。
即
ち
賊
徒
に
金
穀
を

與
へ
て
そ
の
歡
心
を
買
ひ
、
此
の
如
く
し
て
彼
等
を
暫
く
管
外
に
退
散
せ
し
め
、

若
く
は
正
面
衝
突
を
避
け
し
む
る
の
で
あ
る
。
『
韓
非
子
』
に
昔
衞
と
荊
（
楚
）

と
交
戰
し
た
時
、
そ
の
二
國
の
大
將
が
妥
協
を
行
ひ
、
戰
爭
は
二
國
の
君
主
の

勝
手
に
開
始
せ
し
も
の
な
る
に
、
そ
の
犧
牲
と
な
つ
て
何
等
怨
の
な
い
兩
軍
が
、

命
掛
け
の
戰
爭
す
る
な
ど
は
、
馬
鹿
の
骨
頂
な
れ
ば
と
て
、
兵
を
交
へ
ず
に
久

し
く
對
峙
し
た
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
が
支
那
軍
人
の
多
數
の
心
掛
け
で
あ
る
。

「
弄
兵
玩
寇
。
以
爲
富
貴
之
資
」
と
て
、
敵
と
は
申
譯
ば
か
り
に
兵
を
交
へ
て

戰
爭
を
長
引
か
せ
、
成
る
べ
く
多
額
の
軍
用
金
を
政
府
よ
り
引
出
す
こ
と
に
苦
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心
を
費
す
。
唐
時
代
に
も
幾
度
か
藩
鎭
征
伐
を
行
う
た
が
、
徒
ら
に
國
帑
を
空

し
く
す
る
の
み
で
、
餘
り
成
功
が
な
か
つ
た
。
そ
の
最
大
原
因
は
、
官
軍
の
大

將
が
賊
軍
と
妥
協
し
て
、
兵
を
弄
し
寇
を
弄
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
遠
い
戰
國
や
李

唐
時
代
を
引
く
迄
も
な
く
、
最
近
の
中
華
民
國
の
有
樣
を
見
て
も
、
成
程
と
點

頭


か
る
る
所
が
多
い
。

　
大
正
六
年
十
一
月
に
、
段
祺
瑞
内
閣
か
ら
南
方
征
伐
の
大
權
を
委
任
さ
れ
て

湖
南
へ
出
陣
し
て
居
つ
た
、
總
司
令
官
の
王
汝
賢
や
副
司
令
官
の
范
國
璋
ら
が

連
署
し
て
、
弭
兵
和
平
の
通
電
を
發
し
て
、
段
内
閣
の
瓦
解
の
原
因
を
作
つ
た
。

こ
の
形
勢
に
憤
慨
し
て
、
北
方
の
督
軍
連
が
、
そ
の
十
二
月
に
所
謂
天
津
會
議

を
開
き
、
段
祺
瑞
の
擁
護
と
南
方
討
伐
を
決
議
し
た
の
は
よ
い
が
、
さ
て
愈
〻

出
陣
と
な
る
と
、
さ
き
に
天
津
會
議
の
席
上
で
、
最
も
強
硬
説
を
主
唱
し
た
と

い
ふ
第
一
路
總
司
令
官
の
曹
錕
や
、
第
二
路
總
司
令
官
の
張
懷
芝
は
、
何
時
の

間
に
や
ら
軟
化
し
て
仕
舞
ふ
。
大
本
營
で
は
強
硬
説
が
主
張
せ
ら
れ
、
戰
線
で

は
妥
協
説
が
歡
迎
さ
れ
る
の
が
、
支
那
古
今
の
常
態
で
あ
る
。
之
に
は
種
々
内

面
の
理
由
も
あ
る
が
、
支
那
人
は
一
身
の
利
害
の
爲
に
は
、
苟
合
妥
協
を
濫
用

し
て
恥
づ
る
所
を
知
ら
ぬ
こ
と
も
、
確
に
そ
の
一
大
原
因
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

彼
等
は
軍
用
金
を
手
に
入
れ
る
目
的
で
、
心
に
も
な
い
強
硬
説
を
主
張
す
る
が
、

目
的
さ
へ
達
す
れ
ば
、
そ
の
本
性
を
發
揮
し
て
、
妥
協
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
支
那
人
の
妥
協
性
（
四
）

　
國
内
に
於
て
妥
協
を
濫
用
す
る
支
那
人
は
、
異
族
に
向
つ
て
も
亦
妥
協
を
濫

用
す
る
。
北
支
那
な
る
燕
・
趙
地
方
は
、
も
と
悲
歌
慷
慨
の
士
多
し
と
稱
せ
ら

れ
た
が
、
そ
れ
も
過
去
の
こ
と
、
唐
・
宋
以
後
と
な
つ
て
は
、
彼
等
も
よ
く
外

來
の
異
族
と
妥
協
し
て
行
く
。
金
の
世
宗
は
曾
て
燕
人
を
評
し
て
、
「
遼
兵
至

則
從
遼
。
宋
兵
至
則
從
宋
。
本
朝
（
金
人
）
至
則
從
本
朝
」
と
罵
倒
し
た
が
、

か
か
る
態
度
は
燕
人
に
限
ら
ず
、
支
那
人
全
體
に
普
通
か
と
思
ふ
。
女
眞
人
や

蒙
古
人
や
滿
洲
人
と
の
妥
協
は
兔
に
角
、
一
八
六
〇
年
に
英
・
佛
軍
の
北
京
進

撃
の
時
に
も
、
明
治
三
十
三
年
に
聯
合
軍
の
北
京
占
領
の
時
に
も
、
北
支
那
人

は
外
國
軍
隊
の
前
に
順
民
の
旗
を
掲
げ
、
徳
政
の
傘
を
獻
じ
た
で
は
な
い
か
。

絶
え
ず
異
族
の
侵
略
に
暴
露
さ
る
る
支
那
人
に
は
、
此
の
如
き
態
度
は
一
つ
の

必
要
な
る
處
世
法
か
も
知
れ
ぬ
が
、
日
本
人
な
ど
よ
り
觀
れ
ば
、
奇
怪
の
念
を

禁
ず
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
支
那
政
府
の
態
度
も
亦
同
樣
で
あ
る
。
絶
え
ず
そ
の
邊
疆
を
剽
掠
し
、
又
は

侵
略
す
る
北
狄
種
族
に
對
し
て
、
兵
力
を
以
て
抵
抗
す
る
こ
と
を
敢
て
せ
ぬ
。

或
は
宗
女
を
與
へ
、
或
は
金
帛
を
贈
り
、
或
は
土
地
を
割
い
て
彼
等
の
歡
心
を

買
ひ
、
彼
等
の
掠
奪
を
緩
和
す
る
の
が
、
歴
代
慣
行
の
政
策
で
あ
つ
た
。
こ
の

妥
協
の
犧
牲
と
な
つ
て
塞
外
に
嫁
す
る
宗
女
を
、
唐
時
代
に
は
和
蕃
公
主
と
稱

し
た
。
宋
以
後
は
流
石
に
こ
の
和
蕃
公
主
を
廢
止
し
た
が
、
そ
の
代
り
一
層
惜

氣
も
な
く
土
地
を
割
讓
し
て
居
る
。
明
治
四
十
四
年
秋
に
、
支
那
人
（
漢
人
）

が
革
命
を
起
し
て
滿
人
（
清
朝
）
よ
り
獨
立
し
た
時
の
檄
文
に
、
「
漢
人
實
耕
、

滿
奴
食
之
。
漢
人
實
織
、
滿
奴
衣
之
」
と
憤
慨
の
辭
を
連
ね
て
あ
る
が
、
か
か

る
事
實
は
決
し
て
清
朝
時
代
に
限
つ
た
譯
で
な
い
。
支
那
は
二
千
餘
年
の
古
代

か
ら
、
無
理
横
暴
な
北
狄
と
も
よ
く
妥
協
し
て
、
彼
等
の
寶
藏
金
庫
た
る
こ
と

を
我
慢
し
て
居
る
。
南
北
朝
の
末
に
出
た
突
厥
の
君
主
の
他
鉢
可
汗
は
、
「
但

使
我
在
南
兩
児
（
北
齊
と
北
周
）
常
孝
。
何
憂
於
貧
」
と
公
言
し
て
居
る
。
北

狄
の
君
主
は
何
時
も
こ
の
他
鉢
可
汗
の
心
持
を
そ
の
儘
、
支
那
人
の
妥
協
癖
を

奇
貨
と
し
、
之
を
威
嚇
し
て
榮
華
を
貪
つ
て
居
る
。

　
西
漢
の
初
め
匈
奴
が
跋
扈
し
て
支
那
政
府
が
そ
の
處
置
に
閉
口
し
た
時
、
洛

陽
の
才
子
と
し
て
當
代
に
聞
え
た
賈
誼
が
、
そ
の
智
嚢
を
傾
け
て
對
匈
奴
策
を
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建
て
た
。
そ
の
對
匈
奴
策
と
は
、
要
す
る
に
五
餌
を
以
て
匈
奴
を
誘
ふ
と
い
ふ

に
過
ぎ
ぬ
。
五
餌
と
は
耳
・
目
・
口
等
の
餌
を
設
け
、
酒
色
や
利
禄
で
匈
奴
人

の
大
部
分
を
中
國
に
誘
致
す
る
を
い
ふ
。
そ
の
一
餌
は
盛
裝
せ
る
幾
十
の
美
人

を
し
て
、
中
國
に
來
降
せ
る
匈
奴
人
の
左
右
に
侍
せ
し
め
、
匈
奴
人
を
肉
團
の

捕
虜
に
し
て
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
。
匈
奴
人
好
遇
の
噂
を
聞
い
て
は
、
塞
外
の
匈

奴
人
は
先
を
競
う
て
中
國
に
投
化
す
る
こ
と
疑
な
い
。
か
く
て
匈
奴
の
故
土
空

虚
と
な
ら
ば
、
中
國
の
憂
根
絶
ゆ
べ
し
と
い
ふ
の
が
、
一
代
の
才
子
賈
誼
の
對

匈
奴
策
の
骨
子
で
あ
る
。

　
之
と
似
寄
り
の
話
が
明
時
代
に
も
あ
る
。
明
の
萬
暦
年
間
に
、
支
那
政
府
は

北
方
の
韃
靼
の
侵
略
に
閉
口
し
て
、
そ
の
對
抗
策
に
腐
心
し
た
時
に
、
瞿
九
思









と
い
ふ
學
者
が
面
白
い
建
議
を
し
た
。
朔
北
に
美
人
な
き
が
故
に
、
北
虜
は
容

易
に
故
土
を
離
れ
て
敵
地
に
侵
掠
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
閨
室
に
美
人
あ
ら
ば
、

彼
等
は
之
を
見
棄
て
て
遠
征
を
企
つ
る
筈
が
な
い
。
北
虜
制
御
策
の
祕
訣
は
、

朔
北
に
美
人
を
多
く
し
、
男
子
を
し
て
女
色
に
惑
溺
せ
し
む
る
に
限
る
。
就
い

て
は
此
際
纏
足
　
　
支
那
で
は
纏
足
が
美
人
の
第
一
の
資
格
と
認
め
ら
れ
て
居

つ
た
　
　
を
始
め
、
そ
の
他
一
切
の
中
國
化
粧
法
を
朔
北
に
傳
へ
る
。
か
く
て

朔
北
の
婦
人
が
柳
腰
蓮
歩
の
美
人
と
な
つ
た
ら
ば
、
さ
し
も
の
北
虜
も
こ
の
可

憐
な
美
人
に
愛
着
し
て
、
往
日
の
獰
猛
性
を
失
ふ
に
相
違
な
い
と
い
ふ
の
が
、

瞿
九
思
の
建
議
の
内
容
で
あ
る
。
何
と
恐
れ
入
つ
た
る
妙
策
な
ら
ず
や
。
日
本

人
か
ら
觀
れ
ば
滑
稽
至
極
の
此
策
略
を
、
支
那
人
の
學
者
は
眞
面
目
に
天
子
の

御
手
許
ま
で
建
議
す
る
の
で
あ
る
。
我
が
國
で
も
黒
船
來
航
の
當
初
、
吉
原
あ

た
り
か
ら
似
寄
り
の
策
略
を
幕
府
に
獻
議
し
た
と
い
ふ
が
、
こ
れ
は
北
里
の
忘

八
輩
の
猿
知
慧
に
過
ぎ
ぬ
。
支
那
の
如
き
一
代
の
才
子
や
著
名
の
學
者
の
眞
面

目
な
意
見
と
、
一
樣
に
扱
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
。
兔
に
角
支
那
で
は
か
か
る
笑

ふ
べ
き
妥
協
（
？
）
對
策
の
方
が
一
般
に
氣
受
が
よ
く
、
そ
れ
以
上
進
ん
で
積

極
的
に
塞
外
征
伐
な
ど
行
ふ
と
、
兵
を
窮
め
武
を
涜
す
も
の
と
し
て
、
歡
迎
さ

れ
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
支
那
人
の
猜
疑
心
（
一
）

　
支
那
人
は
一
般
に
猜
疑
心
が
深
い
。
支
那
に
「
一
人
不
入
廟
。
二
人
不
看
井
」

と
い
ふ
諺
が
あ
る
。
一
人
で
物
淋
し
き
寺
廟
に
入
ら
ば
、
何
時
僧
侶
　
　
支
那

で
僧
侶
は
多
く
惡
徒
と
見
做
さ
れ
て
居
る
　
　
の
爲
に
人
知
れ
ず
殺
害
さ
れ
る

か
も
知
れ
ぬ
。
二
人
で
井
戸
を
俯
瞰
す
る
際
に
、
何
時
相
手
の
爲
に
井
底
に
突

き
落
さ
れ
て
命
を
失
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
か
か
る
場
合
を
警
戒
す
る
諺
で
、
之
に

由
つ
て
も
、
支
那
人
の
猜
疑
心
の
強
い
一
端
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思

ふ
。
又
支
那
に
『
示
我
周
行
』
と
い
ふ
題
目
の
旅
行
案
内
書
が
あ
る
。
そ
の
開

卷
に
旅
客
心
得
と
し
て
、
江
湖
十
二
則
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
概
し
て
盜
賊
・
放



馬


・
欺
騙





・
掏

摸

・
拐
騙






・
偸
換






等
に
對
す
る
注
意
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
は
警
察
不

行
屆
勝
の
支
那
に
於
て
は
、
當
然
の
注
意
で
あ
る
が
、
同
時
に
他
人
を
泥
棒
視

す
る
、
支
那
人
根
性
の
發
露
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。
兔
に
角
支
那
で
は
、
男
女

の
間
柄
に
も
、
同
僚
の
交
際
に
も
、
將
た
君
臣
父
子
の
關
係
に
も
、
常
に
猜
疑

と
い
ふ
隱
翳
が
附
き
纏
う
て
居
る
。

　
申
す
迄
も
な
く
支
那
は
古
來
革
命
の
國
で
、
君
臣
の
分
定
つ
て
居
ら
ぬ
。

『
左
傳
』
に
「
君
臣
無
常
位
。
社
稷
無
常
奉
」
と
あ
る
通
り
、
今
日
の
臣
下
も

明
日
の
君
上
と
な
り
得
る
國
で
あ
る
。
從
つ
て
支
那
の
君
主
は
、
赤
心
を
臣
下

の
腹
中
に
置
く
こ
と
が
難
い
。
絶
え
ず
臣
下
に
對
し
て
猜
疑
警
戒
の
眼
を
見
張

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
無
力
な
る
君
主
は
、
或
は
願
後
身
世
世
、
勿
復
生
天
王
家
と

い
ひ
（
劉
宋
の
順
帝
）
、
或
は
願
自
今
以
往
、
不
復
生
帝
王
家
と
い
ひ
（
隋
の

恭
帝
）
、
極
端
な
る
恐
迫
觀
念
に
戰





き
つ
つ
、
危
惧
憂
鬱
な
る
一
生
を
送
る
。
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有
爲
の
君
は
、
機
會
あ
る
毎
に
宿
將
や
權
臣
を
殺
戮
し
て
、
身
後
の
計
を
立
て

る
。
狡
兔
死
、
走
狗
烹
。
飛
鳥
盡
、
良
弓
藏
。
敵
國
破
、
謀
臣
亡
と
諺
に
あ
る

通
り
、
支
那
の
君
臣
は
患
難
を
共
に
す
る
こ
と
が
出
來
て
も
、
富
貴
を
共
に
す

る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
漢
の
高
祖
は
寛
仁
大
度
の
君
と
し
て
世
に
聞
え
て
居
る
が
、

そ
の
人
す
ら
韓
信
や
彭
越
ら
の
功
臣
は
大
抵
殺
害
し
て
仕
舞
つ
た
。
清
人
黄
莘

田
の
詩
に
、
漢
家
多
少
韓
彭
將
、
不
得
銘
旌
一
字
看
と
い
ふ
句
が
あ
る
。
高
祖

が
功
臣
に
對
す
る
恩
情
の
薄
き
を
惜
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
温
和
な
る
宋
の
太
祖

の
如
き
は
、
巧
言
を
以
て
宿
將
を
説
服
し
て
、
權
要
の
地
を
退
隱
せ
し
め
、
刻

薄
な
る
明
の
太
祖
の
如
き
は
、
露
骨
に
功
臣
を
誅
戮
し
た
。
手
段
に
寛
嚴
の
相

違
は
あ
つ
て
も
、
臣
下
を
猜
疑
す
る
と
い
ふ
心
理
は
、
同
一
と
認
め
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
支
那
人
の
猜
疑
心
（
二
）

　
支
那
の
政
治
や
教
育
は
、
儒
教
を
看
板
と
し
て
居
る
け
れ
ど
、
そ
の
官
制
は

法
家
の
説
に
本
づ
く
所
が
多
い
。
法
家
は
人
性
を
惡
と
豫
斷
し
て
、
之
が
警
戒

に
重
き
を
置
く
。
法
家
の
極
意
は
、
臣
下
同
志
を
し
て
相
掣
肘
牽
制
せ
し
め
、

無
力
な
る
臣
下
を
し
て
、
君
權
を
脅
か
す
こ
と
な
か
ら
し
む
る
に
在
る
。
法
家

の
思
想
を
繼
承
す
る
支
那
歴
代
の
官
制
は
、
官
吏
を
信
頼
す
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
官
吏
を
猜
疑
す
べ
く
、
官
吏
を
利
用
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
官
吏
を
防
弊
す

べ
く
組
織
さ
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
清
朝
の
官
制
を
一
覽
し
て
も
、
官
吏
の
非
違

を
糾
察
す
る
專
門
の
都
察
院
の
外
に
、
多
く
の
官
吏
が
彈
劾
權
を
賦
與
さ
れ
て

居
る
。
か
く
て
中
央
政
府
の
大
官
に
對
し
て
、
地
方
長
官
が
彈
劾
權
を
有
し
、

地
方
長
官
の
間
に
於
て
、
總
督
は
巡
撫
を
、
巡
撫
は
總
督
を
彈
劾
す
る
權
利
を

有
し
て
ゐ
る
。
此
の
如
く
官
吏
を
し
て
相
互
に
監
視
せ
し
む
る
官
制
は
、
畢
竟

猜
疑
心
の
強
い
支
那
人
の
特
質
に
相
應
せ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
支
那
の
官
場
に
は
𢌞
避
と
い
ふ
制
度
が
あ
る
。
地
方
官
と
な
る
に
も
、
そ
の

本
籍
所
在
地
で
は
就
任
が
出
來
ぬ
。
中
央
官
と
な
る
に
も
、
そ
の
本
籍
地
と
直

接
の
交
渉
多
き
官
衙
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
親
族
關
係
の
者
は
、
同
一
官
衙

に
奉
職
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
科
擧
の
場
合
に
も
、
試
驗
官
と
親
族
の
關
係
あ

る
者
は
、
そ
の
受
驗
を
遠
慮
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
𢌞
避
の
制
度
を
立
て
た
精

神
は
、
官
吏
が
そ
の
親
族
知
人
と
比
周
し
て
私
を
營
む
べ
し
と
い
ふ
、
上
下
の

猜
疑
を
避
く
る
に
在
る
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。
𢌞
避
制
度
の
嚴
密
な
る
こ
と
は
、

支
那
人
の
猜
疑
心
の
深
大
な
る
證
據
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
支
那
人
の
猜
疑
心
（
三
）

　
支
那
の
官
吏
は
君
主
の
猜
疑
と
同
僚
の
媢
嫉
の
間
に
、
一
身
の
安
全
を
圖
る

べ
く
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
以
上
の
苦
心
を
費
す
。
賢
哲
保
身
と
て
、
一
身
の
安

全
を
圖
る
こ
と
が
、
支
那
官
吏
處
世
の
第
一
要
義
と
な
つ
て
居
る
。
昔
唐
の
宰

相
に
婁
師
徳
と
い
ふ
名
臣
が
あ
つ
て
、
そ
の
弟
も
相
當
出
世
し
て
地
方
長
官
と

な
つ
た
。
か
く
兄
弟
倶
に
高
位
大
官
を
占
め
て
は
、
君
主
同
僚
の
嫌
忌
懼
る
べ

し
と
て
、
心
配
の
餘
り
、
婁
師
徳
が
懇
々
そ
の
弟
に
謙
抑
す
べ
く
注
意
を
加
へ

た
に
對
し
て
、
弟
が
彼
に
向
ひ
、
「
自
今
雖
有
人
唾
某
面
。
某
拭
之
而
已
」
と

答
へ
た
時
、
婁
師
徳
は
眉
を
蹙
め
て
、
先
方
が
吾
面
に
吐
き
掛
け
た
唾
を
、
勝

手
に
拭
い
取
つ
て
は
、
却
つ
て
先
方
の
怒
を
買
ふ
も
の
で
あ
る
。
唾
は
そ
の
儘

に
し
て
置
い
て
も
、
何
時
か
は
自
然
に
乾
く
。
笑
顏
の
儘
吐
き
掛
け
ら
れ
た
唾

の
乾
く
を
待
つ
べ
し
と
教
へ
た
と
い
ふ
。
支
那
官
吏
の
苦
心
、
實
に
慘
憺
た
る

も
の
で
は
な
い
か
。

　
同
じ
く
唐
の
大
臣
に
蘇
味
道
が
あ
つ
た
。
事
を
處
す
る
に
常
に
模
稜
兩
端
を
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持
し
、
決
し
て
明
白
な
る
意
見
を
建
て
ぬ
。
故
に
時
人
蘇
模
稜
と
稱
し
た
と
傳

へ
ら
れ
て
居
る
が
、
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
、
支
那
の
官
吏
は
大
抵
蘇
模
稜
の
流

亞
と
思
ふ
。
近
代
の
曾
國
藩
の
如
き
も
、
拙
進
而
巧
退
の
五
字
を
以
て
、
官
場

成
功
の
祕
訣
と
申
し
て
居
る
。
事
實
支
那
官
場
の
如
き
猜
疑
百
出
の
裡
に
立
つ

て
、
一
身
の
安
全
を
期
す
る
に
は
、
積
極
よ
り
は
消
極
、
活
動
よ
り
は
寧
靜
、

革
新
よ
り
は
保
舊
を
と
る
方
が
得
策
に
相
違
な
い
。
亢
龍
は
悔
が
あ
つ
て
も
、

括
嚢
に
は
咎
が
な
い
。
猜
疑
心
の
強
い
支
那
人
は
、
他
人
の
爲
す
べ
き
こ
と
に

は
牽
掣
を
加
へ
て
、
自
分
の
爲
す
べ
き
こ
と
は
推
※
す
る
。
推
※
と
牽
掣
で
は

一
事
も
成
功
す
る
筈
が
な
い
。
光
緒
三
十
一
年
（
明
治
三
十
八
）
に
、
貝
子
載

振
が
中
國
の
官
制
改
革
を
奏
請
し
た
時
に
、
推
※
と
牽
掣
を
擧
げ
て
、
中
國
官

制
の
二
大
弊
竇
と
指
摘
し
て
居
る
。
こ
の
二
大
弊
竇
は
、
畢
竟
支
那
人
の
猜
疑

心
に
由
來
す
る
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
支
那
人
の
猜
疑
心
（
四
）

　
支
那
は
家
族
主
義
の
國
柄
で
あ
る
。
そ
の
家
族
の
中
心
を
な
す
べ
き
父
子
の

親
と
い
ふ
こ
と
が
、
支
那
の
國
家
や
社
會
の
基
礎
を
な
し
て
居
る
。
然
る
に
支

那
の
歴
代
を
見
渡
す
と
、
家
を
整
へ
て
天
下
の
師
表
と
な
る
べ
き
、
天
子
と
皇

太
子
と
の
間
に
存
外
不
祥
事
多
く
、
皇
太
子
の
終
を
全
く
せ
ざ
る
者
が
尠
く
な

い
。
畢
竟
皇
太
子
の
位
置
に
あ
る
も
の
は
、
他
の
皇
子
か
ら
嫉
妬
さ
れ
、
天
子

か
ら
嫌
忌
さ
れ
易
い
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
歴
代
の
弊
に
懲
り
て
、
清
朝
で

は
、
天
子
の
生
前
に
皇
太
子
を
册
立
せ
ぬ
の
を
家
憲
と
し
た
。
乾
隆
帝
の
作
つ

た
『
欽
定
儲
貳
金
鑑
』
に
、
委
細
に
そ
の
理
由
を
載
せ
て
あ
る
。
か
く
て
天
子

は
そ
の
生
前
に
、
諸
皇
子
の
中
で
尤
も
聰
明
な
る
者
の
名
を
自
署
し
、
之
を
匣

内
に
密
封
し
て
、
乾
清
宮
内
の
世
祖
御
筆
の
正
大
光
明
と
題
せ
る
額
後
に
藏
し

て
置
く
。
天
子
の
崩
御
の
直
後
に
、
王
大
臣
立
會
の
上
で
、
そ
の
匣
を
開
き
て
、

署
名
の
皇
子
を
位
に
即
か
し
む
る
の
で
あ
る
。
之
を
清
朝
密
建
の
法
と
い
ふ
。

か
か
る
制
度
を
設
置
し
た
一
面
の
理
由
は
、
父
子
兄
弟
の
間
に
も
、
猜
疑
心
嫉

妬
心
の
多
い
結
果
で
、
他
國
に
は
類
稀
な
る
こ
と
か
と
思
ふ
。

　
誰
人
も
知
る
如
く
、
支
那
で
は
古
來
男
女
の
別
が
嚴
し
い
。
禮
に
男
女
七
歳

に
し
て
席
を
同
じ
く
せ
ず
と
か
、
男
女
は
親
し
く
授
受
せ
ず
と
か
、
殆
ど
神
經

過
敏
と
思
は
る
る
程
の
規
定
が
多
い
。
今
よ
り
十
年
前
ま
で
、
北
京
の
動
物
苑

や
、
保
定
の
觀
工
場
は
、
奇
數
の
日
は
男
の
入
觀
す
べ
き
日
、
偶
數
の
日
は
女

の
入
觀
す
べ
き
日
と
區
別
し
て
あ
つ
た
。
こ
の
慣
習
も
主
と
し
て
男
子
の
猜
疑

心
や
嫉
妬
心
の
強
い
所
に
歸
因
す
る
か
と
思
ふ
。
支
那
歴
代
の
後
宮
に
宦
官
を

使
役
す
る
動
機
も
亦
、
之
と
同
一
と
視
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
宦
官
の
弊
害
の
顯

著
な
る
に
拘
ら
ず
、
何
れ
の
時
代
　
　
最
近
の
民
國
時
代
を
除
き
　
　
で
も
之

を
廢
止
し
た
こ
と
が
な
く
、
又
そ
の
廢
止
を
主
張
し
た
學
者
す
ら
殆
ど
見
當
ら

ぬ
。
宋
の
司
馬
光
や
明
の
丘

濬







や
、
明
末
清
初
の
顧
炎
武
・
黄
宗
羲
の
如
き
、

支
那
有
數
の
政
治
學
者
で
す
ら
、
宦
官
の
弊
を
論
ず
る
に
當
つ
て
は
、
た
だ
そ

の
位
置
を
低
下
せ
よ
と
か
、
そ
の
員
數
を
減
少
せ
よ
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
更
に

進
ん
で
徹
底
的
に
宦
官
の
廢
止
を
要
求
し
て
居
ら
ぬ
。
此
の
如
き
は
一
面
『
詩

經
』
や
『
書
經
』
に
宦
官
の
こ
と
を
載
せ
、
聖
人
も
是
認
し
た
制
度
で
あ
る
か

ら
、
廢
止
す
べ
き
で
な
い
と
い
ふ
、
例
の
尚
古
思
想
に
囚
は
れ
る
故
で
も
あ
る

が
、
一
面
猜
疑
心
の
強
い
支
那
人
は
、
女
子
を
監
視
す
る
に
は
、
中
性
又
は
無

性
の
宦
官
で
な
け
れ
ば
、
安
心
出
來
ぬ
と
い
ふ
心
理
状
態
に
基
く
も
の
と
思
ふ
。

　
三
十
餘
年
間
南
支
那
に
布
教
し
た
、
米
國
宣
教
師
の
ス
ミ
ス
が
著
は
し
た

『
支
那
人
氣
質
』
中
に
も
、
支
那
人
の
猜
疑
心
の
深
い
こ
と
に
就
い
て
、
幾
多

の
例
證
を
擧
げ
て
あ
る
。
主
人
が
奴
僕
の
不
埒
を
發
見
し
て
之
を
叱
責
し
た
時
、

若
く
は
不
埒
の
爲
に
之
を
解
傭
し
た
時
、
そ
の
奴
僕
は
彼
の
仲
間
が
、
彼
の
不
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埒
を
主
人
に
密
告
し
た
も
の
と
疑
ひ
、
仲
間
に
對
し
て
何
か
の
方
法
に
よ
つ
て

復
讐
を
行
ふ
が
普
通
で
あ
る
と
い
ふ
。
幾
多
の
職
工
人
夫
を
使
役
す
る
時
、
そ

の
賃
金
は
直
接
一
人
一
人
に
支
拂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
纏
と
し
て
總
代
に
渡
し
、

總
代
の
手
よ
り
各
自
に
分
配
せ
し
む
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
彼
等
は
中
間
に

立
つ
總
代
が
不
正
を
行
ふ
も
の
と
疑
ふ
か
ら
で
あ
る
。
此
等
の
事
實
に
よ
つ
て

も
、
猜
疑
心
の
深
い
支
那
人
の
特
質
を
察
知
し
得
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
語

　
妥
協
性
と
猜
疑
心
、
こ
れ
が
實
に
支
那
人
の
二
大
痼
疾
で
あ
る
。
こ
の
二
大

痼
疾
を
剔
去
せ
ね
ば
、
支
那
の
改
造
は
到
底
難
事
か
と
思
ふ
。
妥
協
そ
の
者
は

必
ず
し
も
絶
對
に
排
斥
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
互
讓
の
精
神
は
如
何
な
る
場

合
に
も
寧
ろ
必
要
で
あ
る
。
唯
妥
協
に
も
互
讓
に
も
、
主
義
や
節
操
を
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
。
支
那
人
の
如
く
主
義
や
節
操
を
放
擲
し
た
妥
協
は
苟
合
で
あ
る
。

一
時
の
苟
合
は
却
つ
て
百
年
不
安
の
種
を
播
く
。
瓦
全
よ
り
は
玉
碎
、
苟
合
よ

り
は
衝
突
の
方
が
望
ま
し
い
。
孟
子
が
抂
尺
而
直
尋
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
こ

の
故
で
あ
る
。
唐
時
代
に
兩
面
　
　
『
唐
書
』
に
見
ゆ
　
　
と
い
ふ
語
が
あ
る
。

金
時
代
に
詭
隨
　
　
『
金
史
』
に
見
ゆ
　
　
と
い
ふ
語
が
あ
る
。
何
れ
も
旗
色

の
よ
き
方
に
妥
協
し
て
、
反
覆
常
な
き
を
い
ふ
。
支
那
人
は
個
人
と
し
て
も
、

團
體
と
し
て
も
、
自
己
保
全
の
方
法
と
し
て
、
好
ん
で
こ
の
兩
面
詭
隨
を
慣
用

す
る
が
、
實
に
唾
棄
す
べ
き
所
行
と
思
ふ
。
猜
疑
の
惡
徳
た
る
こ
と
は
殊
更
申

述
べ
る
必
要
が
な
い
。

　
治
日
少
而
亂
日
多
と
は
支
那
人
の
常
套
語
で
あ
る
。
支
那
の
歴
史
を
見
渡
す

と
、
い
か
に
も
太
平
の
日
が
少
い
。
上
下
四
千
載
の
歴
史
は
、
梅
雨
期
の
天
氣

の
如
く
、
陰
鬱
の
影
多
く
し
て
光
霽
の
趣
に
乏
し
い
。
支
那
人
が
黄
金
時
代
と

誇
稱
す
る
周
で
す
ら
、
太
平
の
日
は
僅
に
五
六
十
年
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
の
他
推
し

て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
此
の
如
き
は
妥
協
と
猜
疑
の
必
然
の
結
果
で
な
か
ら
う

か
。
征
伐
す
べ
き
も
の
も
、
鎭
壓
す
べ
き
も
の
も
、
す
べ
て
妥
協
に
よ
つ
て
一

時
を
糊
塗
す
る
か
ら
、
不
安
の
原
因
は
何
時
ま
で
も
根
絶
せ
ぬ
。
根
絶
せ
ぬ
不

安
の
原
因
は
、
君
臣
同
僚
彼
此
の
猜
疑
に
よ
つ
て
一
層
増
進
す
る
。
梁
啓
超
は

曾
て
中
國
の
積
弱
は
防
弊
　
　
官
吏
を
猜
疑
す
る
こ
と
　
　
に
由
る
と
説
破
し

た
。
之
に
も
半
面
の
眞
理
は
あ
る
が
、
吾
が
輩
は
こ
れ
に
苟
合
を
加
へ
、
中
國

の
積
弱
宿
弊
は
、
多
く
支
那
人
の
妥
協
性
と
猜
疑
心
と
に
本
づ
く
も
の
と
信
じ

た
い
。

　
近
頃
支
那
人
の
覺
醒
と
い
ふ
こ
と
が
、
新
た
に
問
題
と
な
つ
て
來
た
。
多
く

の
論
者
は
支
那
人
最
近
の
覺
醒
に
重
き
を
置
き
、
今
日
の
支
那
人
は
最
早
前
日

の
支
那
人
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
。
吾
が
輩
は
支
那
人
覺
醒
の
程
度
に
就
い
て
、
多

少
疑
惑
を
も
つ
て
居
る
が
、
若
し
眞
に
支
那
人
が
覺
醒
す
る
も
の
な
ら
ば
、
彼

等
の
覺
醒
は
、
自
己
反
省
か
ら
出
發
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
外
に
向
つ

て
軍
國
主
義
を
攻
撃
し
、
民
族
自
決
を
絶
叫
す
る
前
に
、
彼
等
自
身
の
徳
性
の

缺
點
の
改
造
が
更
に
一
段
の
必
要
で
あ
る
ま
い
か
。
中
國
積
弱
の
最
大
原
因
は
、

外
的
よ
り
も
内
的
に
存
在
す
る
。
王
陽
明
の
い
は
ゆ
る
「
去
山
中
賊
易
。
去
心

中
賊
難
」
で
、
内
的
改
造
は
改
造
の
第
一
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
支
那
人
自

身
が
彼
等
の
心
中
の
缺
點
短
處
　
　
例
へ
ば
妥
協
性
・
猜
疑
心
の
如
き
　
　
か

ら
脱
却
せ
ざ
る
間
は
、
眞
實
永
遠
な
る
改
造
は
到
底
期
待
し
難
か
る
べ
し
と
思

ふ
。
吾
が
輩
は
支
那
人
最
近
の
覺
醒
の
根
本
的
徹
底
的
な
ら
ん
こ
と
を
切
望
す

る
者
で
あ
る
。
か
か
る
根
本
的
徹
底
的
の
覺
醒
こ
そ
、
日
支
兩
國
共
通
の
幸
福

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
（
大
正
九
年
三
月
四
　
八
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
所
載
）
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